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形外科学会雑誌. 96(2):S299. 
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渡邉和之, 大谷晃司, 関口美穂, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 富永亮司, 小林良浩, 矢吹省司, 菊地臣

一, 紺野愼一. 地域住民における脊椎骨盤パラメーターと新規要介護との関連 LOHAS. 第95回日本整形外科

学会学術総会; 20220519-22; 神戸. 日本整形外科学会雑誌. 96(3):S581. 
 
小林孝巨, 森本忠嗣, 小野玲, 大谷晃司, 馬渡正明. 握力はロコモティブ症候群の予測に役立つのか. 第95回

日本整形外科学会学術総会; 20220519-22; 神戸. 日本整形外科学会雑誌. 96(3):S910. 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 関口美穂, 紺野愼一. 壁－後頭距離 (Wall-occiput distance) や助骨－骨盤距離 (rib-
pelvis distance) は、骨粗鬆症検診に使用可能か. 第95回日本整形外科学会学術総会; 20220519-22; 神戸. 日本整

形外科学会雑誌. 96(3):S917. 

－548－



 
小林賢司, 大谷晃司, 関口美穂, 富永亮司, 渡邉剛広, 紺野愼一. 腰椎椎間板に先行した椎間板変性と腰痛と

の関連の検討 南会津スタディ. 第95回日本整形外科学会学術総会; 20220519-22; 神戸. 日本整形外科学会雑誌. 
96(3):S1065. 
 
Stanyon M, 及川沙耶佳, 色摩弥生, 諸井陽子, 安田恵, 青木俊太朗, 安井清孝, Tang Z, 川井巧, 中村光

毅, 大谷晃司. A LINE-based medical escape room to facilitate team skills in English during COVID-19. 第54
回日本医学教育学会大会; 20220806; 高崎. 医学教育. 53(Suppl.):127. 
 
Stanyon M, 色摩弥生, Moula Z, Horsburgh J, Parekh R, 及川沙耶佳, 安田恵, 大谷晃司. The culturally 
constructed face of professionalism: International Japan-UK Q-method study update. 第54回日本医学教育学

会大会; 20220805-06; 高崎. 医学教育. 53(Suppl.):134. 
 
安田恵, 色摩弥生, 川井巧, 青木俊太郎, 及川沙耶佳, 中村光輝, 大谷晃司. ドキュメンタリー動画を取り入

れたコロナ禍での地域体験実習代替授業. 第54回日本医学教育学会大会; 20220805-06; 高崎. 医学教育. 
53(Suppl.):150. 
 
色摩弥生, 青木俊太郎, 諸井陽子, 大谷晃司. 授業時間内に学習者の思考を把握し対応したオンライン“基礎臨

床統合－反転授業”. 第54回日本医学教育学会大会; 20220805-06; 高崎. 医学教育. 53(Suppl.):182. 
 
青木俊太郎, 竹林由武, 色摩弥生, 大谷晃司. コミュニケーション講義が医学生のコミュニケーションを行う自

信に与える影響の性差. 第54回日本医学教育学会大会; 20220805-06; 高崎. 医学教育. 53(Suppl.):189. 
 
小林賢司, 大谷晃司, 関口美穂, 紺野愼一. 地域住民の腰椎椎間関節変性発生のリスク因子の検討 11年フォ

ローアップ 南会津スタディ. 第37回日本整形外科学会基礎学術集会; 20221013-14; 宮崎. 日本整形外科学会雑

誌. 96(8):S1581. 
 
小林賢司, 大谷晃司, 関口美穂, 兼子陽太, 紺野愼一. 一般住民における腰椎椎間関節変性と腰椎単純X線ア

ライメント評価項目と の関連 南会津スタディ. 第37回日本整形外科学会基礎学術集会; 20221013-14; 宮崎. 日
本整形外科学会雑誌. 96(8):S1848. 
 
横田武尊, 加藤欽志, 富永亮司, 関口美穂, 二階堂琢也, 大谷晃司, 栗田宣明, 福原俊一, 紺野愼一. 腰部

脊柱管狭窄に対する保存療法と自然経過との比較 Locomotive syndrome and health outcome in Aizu cohort 
study (LOHAS). 第30回日本腰痛学会; 20221021-22; 盛岡. Journal of Musculoskeletal Pain Research. 
14(4):S51. 
 
横田武尊, 加藤欽志, 富永亮司, 関口美穂, 二階堂琢也, 大谷晃司, 栗田宣明, 福原俊一, 紺野愼一. 腰部

脊柱管狭窄に対する保存療法が健康関連QOLに与える効果についての検討 Locomotive syndrome and health 
outcome in Aizu cohort study(LOHAS). 第44回日本疼痛学会; 20221202-03; 岐阜. PAIN RESEARCH. 
37(4):241. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Chandratilake MN, Charnetski M, Oikawa S. EID in Simulation-Based Education. 15th International 

－549－



Medical Education Conference; 20221015; Kuala Lumpur, Malaysia. 
 
Ashokka B, Oikawa S, Narendiran K. Cultural considerations for optimizing outcomes of interprofessional 
simulations. 5th Saudi Health Simulation Conference; 20221108; Riyadh, Saudi Arabia. 
 
諸井陽子. 医療系学生・医療系専門職が引き起こしたSNSモラルハザード事例. 第54回日本医学教育学会大会; 
20220805-06; 高崎. 医学教育. 53(Suppl.):72. 
 
〔特別講演〕 
 
大谷晃司. 運動器難治性疼痛治療の実際－神経障害性疼痛を含む－. 福島整形外科ミーティング; 20220702; 郡山. 
 
大谷晃司. 私の運動器難治性疼痛治療－神経障害性疼痛を含む－. 痛み・シビレを考える; 20220920; 盛岡. 
 
大谷晃司. 難治性腰痛の病態と治療. 脊椎疾患と痛みを考えるWebセミナー; 20221031; 郡山. 
 
 
 

看護師特定行為研修センター 
 
 

論  文 

 
〔総説等〕 
 
國分希美, 岡田良, 西間木淳, 月田茂之, 武藤亮, 鈴志野聖子, 渡邊淳一郎, 佐藤直哉, 小船戸康英, 石亀

輝英, 木村隆, 見城明, 丸橋繁. 肝移植後に橋中心髄鞘崩壊症を発症した患者に対する包括的ケアにおけるレシ

ピエントコーディネーターの役割. 移植. 202205; 57(1):119-124. 
 
西間木淳, 佐藤直哉, 武藤亮, 木村隆, 見城明, 丸橋繁. 鏡視下に切除した胆嚢管原発神経鞘腫の1例. 日本内

視鏡外科学会雑誌. 202203; 27(2):78-84. 
 
岡田良, 石亀輝英, 小船戸康英, 佐藤直哉, 渡邊淳一郎, 武藤亮, 鈴志野聖子, 月田茂之, 西間木淳, 東孝

泰, 小鹿山陽介, 土佐太朗, 木村隆, 見城明, 丸橋繁. 腹腔鏡補助下膵切除により完全切除できた若年性多発膵

インスリノーマの1例. 福島医学雑誌. 202204; 72(1):23-29. 
 

研究発表等（講演・口頭発表等） 

 
〔研究発表〕 
 
Nishimagi A, Sato N, Tsukida S, Muto M, Haga J, Kofunato Y, Ishigame T, Kimura T, Kenjo A, Marubashi 

－550－


